
（別紙４）

～ 7年　1月　31日

（対象者数） 保護者数 18  （児童数19）　 （回答者数） 16

～ 7年　1月　31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 7年　1月　31日

（対象数） 19（施設数 16) （回答数） 19

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・１回限りではなく、継続して訪問する。

・回数を重ねることで、情報共有にとどまらず、具体的な支

援方法の共有ができるように進めたい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問や連絡を重ね、連携を深めていく。

2

3

・すべての児童が、児童発達支援または放課後等デイサービス

を利用しているので、子どもの課題が分かった上で訪問を実施

している。

・専門性を生かした支援を心がけている。

・訪問先の困りごとに応えるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事前の打ち合わせで、訪問先側のニーズの把握が不十分。

6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日                          7年　2月　5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 6年　12月　1日

○事業所名                          児童発達支援ポニー

○保護者評価実施期間 6年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問支援事業）公表


